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2022 年９月 27 日 
各 位 

会 社 名 株式会社ピックルスホールディングス 
代表者名 代表取締役社⻑     影山 直司 

（コード番号 2935 東証プライム市場） 
問合せ先 常務取締役経理財務部⻑ 三品  徹 

(TEL．04-2931-0777) 
 

 
連結子会社との会社分割（簡易吸収分割）に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、2022 年 12 月１日（予定）を効力発生日として、当社の 100%

子会社である株式会社ピックルスコーポレーション（以下「ピックルスコーポレーション」という。）
の関係会社管理事業及び財務管理事業に属する権利義務を当社が承継する会社分割（以下「本会社分
割」という。）を行うことを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本会社分割は、100％子会社を対象とする簡易吸収分割であるため、開示事項・内容を一部省
略して開示しております。 
 

記 
１．本会社分割の目的 

当社は、純粋持株会社として 2022 年９月１日に設立され、Ｍ＆Ａや新規事業を含むグループ経営
の戦略立案機能を強化し、グループ内における経営資源の配分の最適化を進めております。また、監
督機能と執行機能を分離することで、持株会社と事業会社の役割と責任を明確化するとともに、各事
業会社における意思決定を迅速に行える体制を整え、スピード感をもって時代の変化に対応しグルー
プ競争力の強化を図っております。 

そのため、ピックルスコーポレーションが保有している関係会社管理事業及び財務管理事業につい
ては、当社がこれを一括して管理する方針としております。その一環として、会社分割の方式で関係
会社管理事業及び財務管理事業に属する権利義務を当社へ移すことといたしました。 
 
２．本会社分割の要旨 
（１）会社分割の日程 

取締役会決議日  2022 年９月 27 日 
契約締結日    2022 年 10 月 14 日（予定） 
効力発生日    2022 年 12 月１日（予定） 

（注）本会社分割は、承継会社である当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易吸収分割
であるため、株主総会の承認を得ることなく行います。 
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（２）会社分割の方式 
当社を吸収分割承継会社、ピックルスコーポレーションを吸収分割会社とする吸収分割であり

ます。 
 
（３）会社分割に係る割当ての内容 

  本会社分割は、完全親子会社間において行われるため、本会社分割に際して株式の割当てその
他対価の交付は行いません。 

 
（４）会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
 
（５）会社分割により増減する資本金 
    本会社分割による当社の資本金の増減はありません。 
 
（６）承継会社が承継する権利義務 

  当社は、本会社分割の効力発生日において、ピックルスコーポレーションの関係会社管理事業
及び財務管理事業に属する権利義務のうち、吸収分割契約において定めるものを承継します。 

 
（７）債務履行の見込み 

  本会社分割において、効力発生日以降の当社が負担すべき債務については、その履行の見込み
に問題はないと判断しております。 

 
３．本会社分割の当事会社の概要 

 承継会社 分割会社 
（１）名称 株式会社ピックルスホールディング

ス 
株式会社ピックルスコーポレーショ
ン 

（２）所在地 埼玉県所沢市東住吉７番８号 埼玉県所沢市東住吉７番８号 
（３）代表者の 

役職・氏名 
代表取締役社⻑ 影山 直司 代表取締役社⻑ 影山 直司 

（４）事業内容 グループ会社の経営管理及びそれに
付帯又は関連する業務等 

浅漬・惣菜等の製造、販売及び漬物等
の販売等 

（５）資本金 1 億円 ７億 6,650 万円 
（６）設立年月日 2022 年９月１日 1977 年２月 17 日 
（７）発行済株式数 12,858,430 株 12,858,430 株 
（８）決算期 ２月末日 ２月末日 
（９）大株主及び 

持株比率 
東海漬物株式会社 15.19％ 
日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口） 11.72％ 

株式会社ピックルスホールディング
ス 100％ 

（2022 年９月 27 日現在） 
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荻野 芳隆 3.76％ 
株式会社埼玉りそな銀行 2.85％ 
株式会社セブン−イレブン・ジャパン 

2.18％ 
株式会社日本カストディ銀行（信託
口） 1.99％ 
ピックルスホールディングス取引先
持株会 1.98％ 
ステート ストリート バンク ア
ンド トラスト クライアント オ
ムニバス アカウント オーエムゼ 
ロツー 505002 
（常任代理人 株式会社みずほ銀行
決済営業部） 1.74％ 
ＢＡＲＣＬＡＹＳ ＣＡＰＩＴＡＬ 
ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ ＬＩＭＩＴ
ＥＤ 
（常任代理人 バークレイズ証券株
式会社） 1.67％ 
ビービーエイチ フイデリテイ ピ
ユーリタン フイデリテイ シリー
ズ イントリンシツク オポチユニ
テイズ フアンド 
（常任代理人 株式会社三菱ＵＦＪ
銀行） 1.56％ 
株式会社武蔵野銀行 1.56％ 

（2022 年８月 31 日現在） 
(10)直前事業年度の財政状態及び経営成績 
 株式会社ピックルスホールディング

ス（連結） 
株式会社ピックルスコーポレーショ
ン（連結） 

純資産 確定した最終事業年度はありませ
ん。 

16,757 百万円 
総資産 26,091 百万円 
1 株当たり純資産 1,288.57 円 
売上高 45,006 百万円 
営業利益 2,942 百万円 
経常利益 3,068 百万円 
親会社株主に帰属する当期純利益  2,128 百万円 
１株当たり当期純利益 165.59 円 
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４．承継する事業部門の概要 
 （１）承継する事業の内容 

 ピックルスコーポレーションの関係会社管理事業及び財務管理事業を承継します。 
  
（２）承継する部門の経営成績（2022 年２月期） 

該当事項はありません。 
 
（３）承継する資産、負債の項目及び金額 

資産 負債 
項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流動資産 2,204 百万円 流動負債 2,184 百万円    
固定資産 2,348 百万円 固定負債 480 百万円    

合計 4,552 百万円 合計 2,665 百万円    
（注）2022 年８月 31 日現在の貸借対照表を基に算出しているため、実際に承継される金額は上記帳

簿価額に効力発生日前日までの増減を調整したものとなります。 
 
５．本会社分割後の状況  

本会社分割による当社及びピックルスコーポレーションの名称、所在地、代表者の役職・氏名、  
事業内容（本会社分割の対象となっている事業を除く。）、資本金及び決算期の変更はありません。 
 
６．今後の見通し 
 本会社分割は、当社及び当社完全子会社を当事会社とする会社分割であるため、2023 年２月期の業
績に与える影響は軽微であります。 
 

以 上 


